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主 な も く じ
年頭のごあいさつ・千葉県社会福祉大会
日常生活支援事業「すまいる」・
　生活支援体制整備ニュース第11報
第１４回山武市社会福祉大会
台風15号，19号，大雨災害の寄付のお礼
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地域だより　成東地域・松尾地域
　　　　　 山武地域・蓮沼地域
みんなの介護スクール・
　第14回チャリティゴルフコンペ
　　第８回チャリティグラウンドゴルフ大会
山武市簡易マザーズホームだより・
　成東福祉作業所だより
インフォメーション

山武市社会福祉協議会 KIZUNA

災害支援活動 ご協力ありがとうございました
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受
賞

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

第
69
回
千
葉
県
社
会
福
祉
大
会

　
（
令
和
元
年
11
月
14
日
開
催
）

◆
千
葉
県
知
事
感
謝
状
◆

《
優
良
里
親
》

　

市
原　

康
邦
（
成
東
地
域
）

　

市
原　

美
和
（
成
東
地
域
）

◆
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
◆

《
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
》

　

伊
藤　

和
代
（
成
東
地
域
）

《
社
会
福
祉
施
設
・
団
体
役
職
員
功
労
》

　

木
村　

充
恵
（
な
る
と
う
こ
ど
も
園
）

　

金
子　

剛
司
（
青
松
苑
介
護
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

　

秋
葉
留
美
子
（
日
向
保
育
園
）

　

遠
山　

結
香
（
日
向
保
育
園
）

◆
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状
◆

《
社
会
福
祉
基
金
等
寄
付
者
》

　

三
水
鐵
工
株
式
会
社
（
松
尾
地
域
）

◆
千
葉
県
共
同
募
金
会
会
長
感
謝
状
◆

《
共
同
募
金
優
良
地
区
・
団
体
》

　

西
横
田
区　
　
　
（
山
武
地
域
）

　

木
原
新
田
区　
　
（
山
武
地
域
）

　

古
宿
区　
　
　
　
（
山
武
地
域
）

　

西
金
ケ
谷
３
区　
（
山
武
地
域
）

　

谷
之
台
自
治
会　
（
山
武
地
域
）

　

市
営
住
宅
区　
　
（
松
尾
地
域
）

　

六
軒
屋
区　
　
　
（
松
尾
地
域
）

　
　
　
　
　
　
年
頭
の
ご
挨
拶

山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長　

齊
藤 

澄
子

　

新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
９
月
10
月
の
台
風
、
そ
し
て
豪
雨
に
よ
る
被
害
を
受

け
た
皆
様
方
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
し
い
令
和
の
世
と
な
り
穏
や
か
な
気
持
ち
で
お
り
ま
し
た
が

突
然
の
こ
と
で
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
今
更
な
が
ら
、
日
本
と
い
う

国
で
暮
ら
す
こ
と
は
、
自
然
災
害
と
共
存
す
る
こ
と
だ
と
教
え
ら

れ
ま
し
た
。
臆
す
る
こ
と
な
く
越
え
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

身
近
な
備
え
と
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
地
域
で
支
え
あ
い
、

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
出
来
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
し
ま
し
て
は
、
市
民
の
皆
様
の
御

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
常
に
皆
様
の
心
の
支
え
に
な
る
様
活

動
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
と
い
う
新
し
い
時
代
が
平
穏
で
幸
せ
あ
ふ
れ
る
時
代
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
。
そ
し
て
、
皆
様
の
暮
ら
し
に
潤
い
と
、
希
望
が

あ
り
ま
す
よ
う
に
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。



　さんむ成年後見支援センターでは日常生活自立支援事業（愛称：すまいる）
として、日常生活に不安を感じている高齢者や障がいがある方を対象に、有料で
福祉サービスの利用や日常的な金銭管理についての支援をしております。
「日常生活自立支援事業」ってどんなことをしてくれるの？
　定期的な訪問により、福祉サービスを利用するお手伝いや、日常的な金銭管理をお手伝いすることで、高齢者
や障害者の方々が住み慣れた地域で生活できるように支援する事業です。
１. 福祉サ－ビスを安心してご利用できるようにお手伝いします。〔福祉サービス利用援助〕
　　　＜例えば＞
●福祉サービスについての情報提供を受けられます。
●福祉サービスを利用したり､ やめるために必要なことを一緒に考えながら手続きをします。
●福祉サービスを利用して嫌なことがあったら、苦情解決制度を利用する手続きをお手伝いします。
２．毎日のくらしに欠かせないお金の出し入れをお手伝いします。〔財産管理サービス〕　
　　　＜例えば＞
●医療費､ 税金､ 公共料金等を支払うお手伝いをします。
●あなたの通帳から生活に必要なお金を払い出してお渡しします。
　また､ 預け入れすることもできます。
　例）通帳や年金証書をどこに置いたか忘れてしまう
３．大切な書類や印鑑などをお預かりします。　〔財産保全サービス〕
＜お預かりできるもの＞
　●年金証書、預貯金通帳、不動産権利証書、契約書類
　●実印､ 銀行印　　　　　　　　
　●その他社会福祉協議会が適当と認めた書類
※財産保全サービスのみのご利用はできません。
　又､ 宝石､ 骨董品､ 貴金属類､ 株券､ 有価証券などはお預かりできません
◆お問い合わせ先◆　　山武市白幡 1627　　山武市社会福祉協議会内
　　　　　　　　　　　さんむ成年後見支援センタ―　電話 0475-82-7111

2020年新春号3

ご存知ですか「すまいる」です

生活支援体制整備事業ニュース　第11報

山武市認知症啓発イベント
～認知症になっても、安心して暮らせる地域を目指して！～

◎この映画について、、、。
娘である「私」の視点か
ら、認知症の患者を抱え
た家族の内側を丹念に描
いたドキュメンタリー。
2016 年９月にフジテレ
ビ /関西「Mr. サンデー」
で２週にわたり特集さ

れ、大反響を呼びました。本作は、その番
組をもとに追加取材と再編集を行った完全
版です。娘として、手をさしのべつつも、
製作者としてのまなざしを愛する両親に向
けた意欲作となっています。

（娘・監督：信友直子）

（Ｃ）2018「ぼけてますから、よろしくお願いします。」制作・配給委員会

☆参加費　無料！ ☆事前申し込み制です！ ※先着順

☆上映前に
知っ得情報あり！

日時：令和２年 1月２２日（水）　※２回上映します
（１回目受付　１３：３０～/開演�１４:００～���２回目受付　１８：００～/開演�１８:３０～）

会場：成東文化会館（のぎくプラザ）　２階　視聴覚室　各回�定員�100 名�

《お申込み先》　山武市高齢者福祉課　　　　　⇒　０４７５－８０－２６４２
やさしいおもいでささえあおう会　⇒　０４７５－８２－７１０２
認知症への取組み検討チーム（事務局　山武市社会福祉協議会）
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11
月
21
日
に
成
東
文
化
会
館
を
会
場
に
、

第
14
回
山
武
市
社
会
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
関
係
者
が
一
堂
に
集
い
、
社
会

福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
へ
の
表

彰
を
は
じ
め
、「
み
ん
な
で
助
け
合
い
、
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」を

テ
ー
マ
に
小
中
学
生
か
ら
募
集
し
た
作
文
・

標
語
・
ポ
ス
タ
ー
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
演
で
は
、
マ
ジ
シ
ャ
ン
の

Yukki（
ユ
ッ
キ
ー
）こ
と
江
刺
家
由
貴
さ
ん

が
登
壇
。
ユ
ッ
キ
ー
の
巧
み
な
話
術
と
鮮
や

か
な
マ
ジ
ッ
ク
が
披
露
さ
れ
、
拍
手
喝
采
の

中
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

表
彰
・
受
賞
さ
れ
た
方
々
及
び
作
品
等
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
者

《
地
区
福
祉
推
進
員
功
労
者
》

大
木　

美
一	

（
成
東
地
区
）

伊
藤　

陽
子	

（
大
富
地
区
）

鵜
澤　

光
雄	

（
大
富
地
区
）

小
髙　

住
子	

（
大
富
地
区
）

髙
木　
　

壽	

（
南
郷
地
区
）

小
川　

貴
子	

（
南
郷
地
区
）

紀　
　

淳
子	

（
南
郷
地
区
）

相
原　

茂
雄	

（
南
郷
地
区
）

小
川　

正
廣	

（
南
郷
地
区
）

野
田
つ
く
も	

（
鳴
浜
地
区
）

齋
藤　

宏
子	

（
緑
海
地
区
）

飯
泉　

三
郎	

（
緑
海
地
区
）

髙
𣘺　

好
子	

（
緑
海
地
区
）

飯
島
金
三
郎	

（
緑
海
地
区
）

秋
山　

盛
三	

（
緑
海
地
区
）

稗
田　

英
子	

（
緑
海
地
区
）

丸
山
ゆ
う
子	

（
緑
海
地
区
）

野
口　

幸
子	

（
日
向
東
地
区
）

牧
口　

敬
子	

（
日
向
西
地
区
）

土
屋　

房
子	

（
日
向
西
地
区
）

伊
藤
の
ぶ
子	

（
日
向
西
地
区
）

高
塚　

忠
則	

（
蓮
沼
岡
地
区
）

鈴
木
百
合
子	

（
蓮
沼
浜
地
区
）

小
川　

光
子	

（
蓮
沼
浜
地
区
）

伊
藤　

芳
夫	

（
豊
岡
地
区
）

鏑
木　

義
文	

（
大
平
地
区
）

佐
々
木
徳
子	

（
大
平
地
区
）

《
社
会
福
祉
施
設
・
団
体
役
職
員
功
労
者
》

志
田　

幾
代	

（
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員
）

金
子　

良
子	

（
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員
）

菊
池　

幸
代	

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
青
松
苑
職
員
）

加
瀬
千
代
子	

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
青
松
苑
職
員
）

渡
邉　

京
子	
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
青
松
苑
職
員
）

竹
内　

寛
幸	
（
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
）

○
山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状
贈
呈
者

《
寄
付
団
体
・
個
人
》

手
作
り
グ
ル
ー
プ
Ｋ
Ａ
Ｉ（
東
金
市
）

毛
糸
玉
の
会	

（
成
東
地
域
）

か
ぞ
く
亭　

	

（
成
東
地
域
）

成
東
朝
市
組
合	

（
成
東
地
域
）

農
業
組
合
法
人
さ
ん
ぶ
野
菜
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

	
	

（
山
武
地
域
）

蓮
沼
商
業
振
興
協
同
組
合（
蓮
沼
地
域
）

平
山　

和
夫	

（
成
東
地
域
）

𠮷
田
幸
次
郎	

（
山
武
地
域
）

武
田　

幸
一	

（
松
尾
地
域
）

《
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
退
任
者
》

木
内　

秀
雄	

（
山
武
地
域
）

小
川　
　

浩	

（
蓮
沼
地
域
）

小
川　

君
江	

（
蓮
沼
地
域
）

《
福
祉
輸
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
協
力
会
員
退
会
者
》

髙
木
ち
づ
子	

（
山
武
地
域
）

《
地
区
福
祉
推
進
員
》

安
田　
　

清	

（
成
東
地
区
）

並
木　

貞
雄	

（
大
富
地
区
）

五
木
田
ふ
く
子	

（
緑
海
地
区
）

松
村
三
陽
子	

（
山
武
北
地
区
）

小
川
て
る
子	

（
山
武
北
地
区
）

酒
井　

智
代	

（
山
武
北
地
区
）

林　
　

和
子	

（
山
武
北
地
区
）

大
山　

憲
子	

（
山
武
北
地
区
）

槍
木　

勝
典	

（
山
武
北
地
区
）

杉
山　
　

清	

（
山
武
北
地
区
）

富
谷　

謙
三	

（
山
武
北
地
区
）

緇
荘　

利
幸	

（
日
向
東
地
区
）

加
瀬　

孝
子	

（
日
向
東
地
区
）

山
本　

良
枝	

（
日
向
東
地
区
）

西
本　

治
代	

（
日
向
東
地
区
）

並
木　

和
枝	

（
日
向
東
地
区
）

藤
田　

浩
子	

（
日
向
西
地
区
）

伊
藤　

嘉
一	

（
日
向
西
地
区
）

宍
倉　

正
枝	

（
日
向
西
地
区
）

塩
崎
マ
ツ
子	

（
日
向
西
地
区
）

吉
井　

正
道	

（
日
向
西
地
区
）

宍
倉
す
み
子	

（
日
向
西
地
区
）

秋
葉　
　

誠	

（
蓮
沼
岡
地
区
）

伊
藤　

由
美	

（
蓮
沼
浜
地
区
）

小
林　

ト
キ	

（
蓮
沼
浜
地
区
）

小
島　

礼
子	

（
大
平
地
区
）

《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
個
人
》

明
る
い
社
会
づ
く
り
山
武
支
部（
成
東
地
域
）

ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
キ
ッ
ズ（
成
東
地
域
）

山
武
市
立
大
富
小
学
校
子
供
見
守
り
隊（
成
東
地
域
）

芳
賀　

良
子	

（
成
東
地
域
）

山
川　

貞
子	

（
松
尾
地
域
）

佐
藤　

良
子	

（
松
尾
地
域
）

佐
瀬　

静
子	

（
松
尾
地
域
）

大
藤　

節
子	

（
松
尾
地
域
）

木
村　

重
雄	

（
松
尾
地
域
）

木
村　

文
子	

（
松
尾
地
域
）

八
角　

武
二	

（
松
尾
地
域
）

　《
会
員（
会
費
）加
入
優
良
区
・
自
治
会
》

本
麻
生
区	

（
山
武
地
域
）

西
横
田
区	

（
山
武
地
域
）

横
田
台
区　

	

（
山
武
地
域
）

東
大
椎
崎
区	

（
山
武
地
域
）

宿
南
区		

（
山
武
地
域
）

西
城
府
区	

（
山
武
地
域
）

新
堀
区		

（
松
尾
地
域
）

生
子
宿
区	

（
松
尾
地
域
）

市
営
住
宅
区	

（
松
尾
地
域
）

下
野
区		

（
松
尾
地
域
）

六
軒
屋
区	

（
松
尾
地
域
）

高
富
西
区	

（
松
尾
地
域
）

○
山
武
市
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰
者

《
活
動
功
労
者
》

篠
江　
　

修　
（
富
士
見
台
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
）

岡
村　

新
吉　
（
東
町
て
い
し
ゃ
ば
・
く
ら
ぶ
）

柳
瀬　

幸
暉　
（
白
幡
友
愛
会
）

木
村
美
江
子　
（
五
和
会
）

山
本　

博
敏　
（
高
富
東
老
人
ク
ラ
ブ
）

萩
原　

公
男　
（
高
富
西
区
宝
寿
会
）

秋
葉　
　

誠　
（
九
重
ク
ラ
ブ
）

池
田　

と
り　
（
川
下
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
）

《
優
良
ク
ラ
ブ
》

根
蔵
老
人
ク
ラ
ブ　
　
（
会
長　

金
田
重
興
）

美
杉
野
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ（
会
長　

朱
宮
弘
治
）

第
14
回

山
武
市
社
会
福
祉
大
会



行木　慧志
（成東東中１年）
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❖ 

作
文
の
部 

◆
最
優
秀
賞

一
生
懸
命
っ
て

す
ば
ら
し
い
！

　

市
の
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
主
催
の
障
が
い
者
施
設
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
し
た
。内
容
は
、福
祉
作
業
所

（
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
施
設
・
自
立
訓
練
施
設
）で

軽
作
業
の
補
助
や
利
用
者
の
方
と
の
交
流
を
す
る

と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

以
前
、母
が
仕
事
の
関
係
で
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

施
設
で
利
用
者
と
一
日
、共
に
作
業
す
る
研
修
を
受

け
、利
用
者
の
一
生
懸
命
に
作
業
す
る
姿
が
す
ば
ら

し
か
っ
た
の
で
、ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
は
、と
勧
め

ら
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

僕
は
、福
祉
作
業
所
が
ど
ん
な
所
な
の
か
知
ら
な

か
っ
た
の
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
前
に
調

べ
ま
し
た
。

　

福
祉
作
業
所
は
、就
労
系
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ

ス
で
三
種
類
あ
り
、就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
作
業
所

は
、障
が
い
や
難
病
の
あ
る
方
で
年
齢
や
体
力
な
ど

の
理
由
か
ら
会
社
で
働
く
こ
と
が
困
難
な
方
が
軽

作
業
な
ど
の
就
労
訓
練
を
行
う
事
が
で
き
る
福
祉

サ
ー
ビ
ス
と
あ
り
ま
し
た
。自
立
訓
練
は
地
域
社
会

で
暮
ら
す
上
で
生
活
能
力
の
維
持
・
向
上
等
の
た
め
、

一
定
の
支
援
が
必
要
な
知
的
障
が
い
の
あ
る
方
・

精
神
障
が
い
の
あ
る
方
向
け
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と

あ
り
ま
し
た
。い
ず
れ
も
障
が
い
者
総
合
支
援
法
に

お
け
る
サ
ー
ビ
ス
と
あ
り
ま
し
た
。僕
は
、こ
の
よ

う
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
こ
と
、そ
れ
が
法
律
で

決
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。そ
れ

と
同
時
に
、支
援
が
必
要
な
知
的
障
が
い
や
精
神
障

が
い
の
あ
る
方
と
会
っ
た
こ
と
も
話
し
た
こ
と
も

な
か
っ
た
の
で
、ど
の
よ
う
に
接
し
た
ら
良
い
か
不

安
に
な
り
ま
し
た
。そ
ん
な
僕
に
母
は
、話
し
か
け

ら
れ
た
ら
一
生
懸
命
話
を
聞
け
ば
、大
丈
夫
と
笑
っ

て
い
ま
し
た
。

　

福
祉
作
業
所
の
利
用
者
は
、ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る

人
も
い
れ
ば
、目
を
合
わ
せ
て
く
れ
な
い
人
も
い
ま

し
た
が
、み
ん
な
初
め
て
会
っ
た
僕
を
受
け
入
れ
て

く
れ
、好
き
な
ア
ニ
メ
の
話
を
し
て
く
れ
る
人
も
い

ま
し
た
。

　

一
緒
に
野
菜
の
収
穫
を
し
た
利
用
者
の
方
は
、慣

れ
な
い
僕
に
気
を
つ
か
っ
て
収
穫
し
や
す
い
所
を

教
え
て
く
れ
、楽
し
そ
う
に
作
業
し
て
い
ま
し
た
。

僕
は
、暑
い
と
い
う
だ
け
で
す
ぐ
文
句
を
言
っ
て
し

ま
う
の
に
楽
し
そ
う
に
作
業
す
る
姿
を
見
て
、自
分

が
恥
ず
か
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

僕
の
父
は
、遅
く
に
帰
宅
し
た
後
も
家
で
仕
事
を

し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、少
し
も
楽
し
そ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。作
業
所
の
方
々
は
、父
に
比
べ

れ
ば
、単
純
な
仕
事
し
か
し
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、熱
心
に
取
り
組
む
姿
勢
が
、素
敵
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　

作
業
所
の
利
用
者
の
方
々
は
、法
律
に
守
ら
れ
な

が
ら
、わ
ず
か
な
賃
金
で
働
い
て
い
ま
す
。世
の
中

に
は
、彼
ら
に
ひ
ど
い
こ
と
を
、言
う
人
も
い
ま
す

が
、作
業
所
で
一
心
不
乱
に
作
業
す
る
様
子
を
見
れ

ば
、心
な
い
こ
と
を
言
う
人
も
減
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、地
域
ぐ
る
み
で
作

業
所
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
作
っ
て

は
ど
う
か
と
考
え
ま
し
た
。彼
ら
の
働
く
姿
を
、ぜ

ひ
広
く
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ぼ
く
が
み
ん
な
の

た
め
に

で
き
る
こ
と

　

ぼ
く
達
は
毎
日
楽
し
く
安
心
し
て
小
学
校
に
通

う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。そ
れ
は
家
族
や
学
校
の

先
生
方
、そ
し
て
地
域
の
方
々
が
ぼ
く
達
の
た
め
に

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
て
く
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

ぼ
く
の
小
学
校
で
は
、月
に
一
度
、第
二
土
曜
日

に
緑
海
子
ど
も
教
室
が
あ
り
ま
す
。緑
海
子
ど
も
教

室
は
、地
域
の
方
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
茶
道
や
書

道
、マ
ジ
ッ
ク
や
料
理
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教

え
て
く
れ
ま
す
。ぼ
く
達
の
た
め
に
、い
ろ
い
ろ
な

準
備
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。学
校
の
授
業
で

は
で
き
な
い
こ
と
を
体
験
で
き
る
の
で
、ぼ
く
は
緑

海
子
ど
も
教
室
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

　

毎
日
の
登
下
校
で
は
、畑
や
田
ん
ぼ
で
仕
事
を

し
て
い
る
人
や
散
歩
を
し
て
い
る
人
に
、「
お
は
よ

う
ご
ざ
い
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
を
す
る
と「
い
っ
て

ら
っ
し
ゃ
い
」と
返
し
て
く
れ
ま
す
。帰
り
に
は「
こ

ん
に
ち
は
」と
あ
い
さ
つ
を
す
る
と「
お
か
え
り
な

さ
い
」と
返
し
て
く
れ
ま
す
。農
作
業
を
し
な
が
ら

ぼ
く
達
の
登
下
校
を
見
守
っ
て
く
れ
る
の
で
す
。だ

か
ら
安
心
し
て
学
校
に
通
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

五
年
生
の
時
、学
校
の
授
業
で
高
れ
い
者
疑
似
体

験
を
し
ま
し
た
。視
力
が
お
ち
て
見
え
に
く
か
っ
た

り
、足
や
手
を
動
か
す
こ
と
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
な

か
っ
た
り
す
る
体
験
を
し
ま
し
た
。ぼ
く
達
が
普
通

に
で
き
る
こ
と
が
、高
れ
い
者
の
方
に
は
大
変
に
感

じ
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。困
っ
て
い

る
人
が
い
た
ら
何
か
役
に
立
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
ま
で
ぼ
く
は
地
域
の
方
に
や
っ
て
も
ら
う
こ

と
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
、こ
れ
か
ら
は
ぼ
く
に
で
き

る
こ
と
は
進
ん
で
や
ろ
う
と
思
い
ま
す
。例
え
ば
、

重
い
荷
物
を
持
っ
て
い
る
高
れ
い
者
の
方
が
い
た

ら
ぼ
く
が
か
わ
り
に
持
っ
て
あ
げ
た
り
、階
段
の
上

り
下
り
を
大
変
そ
う
に
し
て
い
る
方
が
い
た
ら
ぼ

く
の
手
を
か
し
て
あ
げ
た
り
し
た
い
で
す
。自
分
か

ら
声
を
か
け
る
こ
と
は
ド
キ
ド
キ
し
て
勇
気
が
い

る
こ
と
で
す
が
、今
ま
で
地
域
の
方
が
ぼ
く
達
に
し

て
く
れ
た
こ
と
を
思
い
出
す
と
、声
を
か
け
る
勇
気

が
出
て
き
ま
す
。

　

緑
海
子
ど
も
教
室
の
地
域
の
先
生
方
の
よ
う
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
い
ろ
い
ろ
な
活
動
が
あ
り
ま

す
。ぼ
く
は
こ
れ
ま
で
に
、祖
母
と
一
緒
に
ゴ
ミ
拾

い
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
、自
分
の
地

区
を
き
れ
い
に
し
ま
し
た
。そ
の
他
に
、ぼ
く
が
参

加
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、ま
ず
は
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
身
近
に
で
き
る
こ
と

か
ら
や
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
も
っ
と

大
き
く
な
っ
た
ら
、い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
参
加
し
て

み
た
い
で
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
し
て
、市
民
が
住
み
や
す
い
市
に
な
っ
た
ら
う

れ
し
い
で
す
。そ
の
中
で
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
人

と
出
会
い
、人
と
人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
で
き
た

ら
、も
っ
と
す
て
き
な
市
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

◆
優
秀
賞

あ
い
さ
つ
か
ら
始
め
よ
う

	

　
　

成
東
中
３
年　
　

柳
町　

梨
音

交
流
か
ら
の
助
け
合
い

	

　
　
　

蓮
沼
小
６
年　
　

𣘺
本　

七
々

「
地
域
ぐ
る
み
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

作
文
・
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
」入
賞
者

❖ 

標
語
の
部

◆
最
優
秀
賞

あ
い
さ
つ
が

　
で
き
る
み
ん
な
に
　
金
メ
ダ
ル

大
好
き
な
町
　
支
え
て
く
れ
る
人
は

　
い
つ
で
も
い
る
よ

◆
優
秀
賞

手
伝
い
ま
す
　
そ
の
一
言
で

　
広
が
っ
て
い
く
　
笑
顔
の
虹

	

山
武
中
２
年　
　

那
須　

愛
心

の
ば
し
た
手
　
笑
顔
あ
ふ
れ
る
　
希
望
の
手

　
つ
な
い
だ
手
と
手
　
も
う
は
な
さ
な
い

	

成
東
小
５
年　
　

遠
藤　

彩
笑

つ
な
が
り
は
　
朝
一
番
の
　
お
は
よ
う
か
ら

	

緑
海
小
５
年　
　

五
木
田
真
羽

「
大
丈
夫
で
す
か
。」

　
そ
の
一
言
で
　
変
わ
る
町

	

山
武
北
小
６
年　

藤
ノ
木
暖
乃

ほ
っ
と
す
る

　
み
ん
な
の
え
が
お
　
つ
な
が
る
み
来

	

大
平
小
２
年　
　

川
島　

愛
莉

五木田　潤
（緑海小６年）

青木　十夢
（成東東中２年）

園田　智志
（睦岡小５年）



　台風15号をはじめとする災害で被災された方や、ボランティア活動を支援するためのブルーシート、防水テー
プ、土のう袋、飲料水、食品等が多くの市民の皆様のみならず全国各地から届けられました。この場をお借りし
てお名前のみ掲載させていただきますとともにみなさまの温かいご支援に心から感謝申し上げます。

※誤字、脱字等が生じているかもしれませんがご了承ください。（順不同、敬称略）

◇物金品等のご寄付◇
青木　崇史 奥住　智恵 佐藤　みの 西口　由希子 山岸　美恵野　　　　山本　裕一
阿形　達志 小倉　士良 里見　　勉 二村　直子 山下　幸子　　　　　湯原　雅美
秋元　佐予 長田　　香 柴田　　治 野崎　恵子 山田　良美　　　　　横山　律子
秋山　みずき 加賀　晴香 菅澤　直樹 野添　陽一 山元　祥子　　　　　吉澤　康子
安達　淳子 金子　健太郎 菅沼　恵美 八角　敏行 浪川　　瀞　
阿部　陽子 川越　　洋 菅原　素子 八角　春奈 なおや
荒　久琉美 川連　清香 高野　香奈子 早川　恵美 （株）エイチテクニカ
石井健夫・智子 菊池　美里 竹下　玲奈 林　　陽子 （株）シンデレラ・アカデミー
石橋　英也 菊池　泰知 竹本　俊也 早野サカモト 葉子 アンカージャパン株式会社
石本　由美 岸田　昭彦 田中　　恵 原田　由美子 GULGUL本八幡店　加藤恵子
伊藤　早也香 木村　紅美 田原　知恵 日野　祐介 ｔaｒakusa株式会社
伊藤　貴子 木村　光範 千田　　潤 平井　賢治 グループホームもちの木
稲垣（伊藤） 葛原　美帆 寺野　智和 平松　彰見 星座百景
井野　美穂 玄地　優介 徳江　勝彦 藤田　　恵 セーブザヒロシマ
今関　康弘 小泉　理沙 豊嶋　　佳 松原　　泉 成田国際空港株式会社
植田　拳太 小林　彩香 豊田　寿子 松本　恵美子 千葉県精神保健福祉士協会
宇川　恵津子 小林　哲郎 中尾　裕一 三木　節子ほか７名 千葉レスキューライオンズクラブ
江川　晴美 小林　英文 中沢　美佐子 見留　恵子 辻堂　（今井　朝美）
大石　　愛 小堀　由香里 中島　貴弘 宮崎　晶子 大正寺
大木　康江 酒井　香奈 永田　　勉 森崎　美佳 東洋大学　白井市職員（加山弾教授・学生）
大須賀　匠 坂田　真吾 長峰　ミオ他 森田　　健 高野商運
大谷　哲範 佐茶　めぐみ 並木　淳也 森道　広幸 窓口設置支援金箱へご寄付いただいたみなさま
尾木　　司 佐藤　美智子 西　富士絵 矢野　綾香 匿名
奥住　智恵 里見　　勉 野崎　恵子 山元　祥子

◇その他のご支援◇
支援活動　　延べ545名のボランティアのみなさま　　 車輌の貸与　町山自動車整備工場　　

〃 　　東消防署、山武分署消防署　　　　　　　 〃 　丸吉自動車興業有限会社
〃 　　国土交通省（栃木県建設業協会）　　　　 　 　〃 　 　 桜田オートサービス
〃 　　自衛隊　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　小川　時代

Wi－Fiルーター等の貸与　　　　　KDDI株式会社　　重機の貸与　　　小島建設有限会社
ディーゼルエンジン発電機の貸与　小松澤　秀幸　　　駐車場の貸与　　セレモニーカワシマ
エンジン式高圧洗浄機の寄贈　　　本田技研工業　　　電子地図の貸与　株式会社ゼンリン
    

台風15号・19号・豪雨災害支援活動への御礼
～たくさんの善意をありがとうございました～

❖ 
ポ
ス
タ
ー
の
部

◆
最
優
秀
賞

　
　
　

◆
優
秀
賞

6社協会報

吉田　惺南（南郷小６年）

内田万緒里
（成東小５年）

若山　季良
（南郷小６年）

田山　勇我
（成東小５年）

小峰　遥月
（日向小６年）



地
域
の
高
齢
者
の

皆
さ
ん
へ
新
鮮
野
菜
を

お
届
け
す
る
喜
び

ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 紹 介

災害ボランティアセンターにかけつけて
くださったみなさまに感謝をこめて

　今回は昨年９月8日の15号、10月12日の19号 と10月25日の21号の度重なる台風により記録的な強
風や大雨に見回れ、被災した我が地域の被災者支援の為に実施されたボランティア活動についてお伝え
します。
　山武市社会福祉協議会では、災害ボランティアセンターを9月14日から11月４日までの間開設し、
ボランティアを募集しました。
　ボランティアに参加された方々は 様々な地域、県内外から延べ545人でした。 
　必要とされた内容によっては、ある程度専門的な技術を持った方や工具等を持参可能な方の協力も必
須でした。また支援の要望件数は450件を超えました。
  その中で15号台風後の1番多かった要望は、1：屋根の修理、損壊した部分にブルーシートを覆い土
嚢を置く作業、 ２：倒木の伐採、撤去，  3：家や小屋の解体、  4：瓦礫の運び出しが主だった内容でした。
  19号の後は ブルーシートの掛け直し
  21号と低気圧の影響のよる豪雨の後は、土砂崩れや水害で出た砂の運び出しや瓦礫撤去が主な要望内
容でしたが、浸水した区域では、自主的に地域の繋がりのボランティア活動がなされていたようです。

　活動内容で要望の多かった屋根の修理及びブルーシート張り等の高所作業については危険が伴う為 
地域内外から支援に駆け付けて下さった消防署員の方々や自衛隊員の方々、それに国交省から派遣され
た栃木県の職人集団のチームが作業にあたられました。

　ボランティアの方々には、高所作業以外の要望の多かった作業や、浸水被害で被災された高齢者世帯
や、障がい者世帯で作業が困難なご家庭の泥かき、畳上げ、濡れた家財道具の運び出し、屋内の清掃、
消毒作業などに協力して頂きました。

　復旧に向けて地域内は元より、県内外から多くの方々が応援に駆けつけて下さいました。その中のお
一人に沖縄からラジオでニュースを聞き、いち早く（まだ支援活動立ち上がる前に）ご自身の仕事の合
間に来られた方がいます。そのかたは土木関係にとても明るく、災害リーダー的に行動され、倒木撤去
や瓦礫撤去作業を積極的処理されました。帰路に着く予定日に地元沖縄が台風の為帰ることができず滞
在日数を3日程延長し、復旧作業に更に熱心に取組まれたそうです。 又ある方は小田原から2トントラッ
クに重機を積み山武に駆けつけ、損壊した農園の農作物の処理作業や倒木処理に当たってくださった方
もいたそうです。そして地域内でも、林業関係の方々がボランティアに徹し、来る日も来る日も倒木伐
採処理をしているとのことでした。

  停電、断水、倒木、通行困難からはじまり、家屋損壊、床上床下浸水、車両浸水等、様々な困難な日々
に、地域内外から多くのボランティアの方々が自身の事の様に支援して下さったことに只々感謝いたし
ます。未だ復旧半ば、地域の繋がりを一層強くし、何があってもへこたれない強力に協力し合える地域
であることを願います。

　まだまだ沢山載せきれない程の活動があったと思いますが、今回は大まかな概要をお伝えしました。

 広報委員  及川　節子
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山
武
市
社
協
と
市
の
社
会
福
祉
課

主
催
に
依
る
健
康
福
祉
ま
つ
り
で
長

年
葉
牡
丹
を
販
売
し
て
い
る
我
が
大

富
地
区
社
協
。
福
祉
推
進
員
が
今
年

経
験
し
た
心
温
ま
る
お
話
を
聞
い
て

下
さ
い
。

　

毎
年
の
長
谷
川
推
進
員
の
御
厚
意

で
自
宅
の
庭
で
種
蒔
き
、
移
植
を
皆

で
行
い
ま
す
。
土
づ
く
り
か
ら
始
ま

り
、
丹
精
を
込
め
て
暑
さ
の
続
く
中
、

水
か
け
や
施
肥
と
長
谷
川
さ
ん
が
管

理
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も

た
く
さ
ん
の
葉
牡
丹
が
育
ち

ま
し
た
。

　

９
月
初
旬
、
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
台
風
15
号
。

止
む
無
く
各
種
行
事
が
相
次

い
で
中
止
。
健
康
福
祉
ま
つ

り
の
中
止
に
伴
い
、
推
進
員

が
葉
牡
丹
を
知
り
合
い
の

方
々
に
購
入
し
て
い
た
だ
く

よ
う
声
を
か
け
、
果
た
し
て

ど
の
位
売
れ
る
か
不
安
が
あ

り
ま
し
た
。

　

地
元
の
秋
祭
り
で
の
販
売

も
行
い
、
有
難
い
事
に
多
く

の
方
々
に
ご
協
力
頂
き
ま
し

た
。
各
種
公
共
機
関
、
成
東

地
域
の
み
な
ら
ず
山
武
・
松

尾
・
蓮
沼
の
皆
様
の
や
さ
し

さ
と
お
気
持
ち
の
温
か
さ
に

助
け
ら
れ
、
予
想
以
上
な
速
さ
で
完

売
に
至
り
ま
し
た
。

　
　

大
富
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

�

緑
川　

栄
子

　

大
平
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

年
間
を
通
じ
て
様
々
な
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
で
は
、
高
齢
者
の
方

を
対
象
に
演
劇
鑑
賞
、
日
帰
り
会
食

会
、
太
陽
の
里
へ
の
日
帰
り
旅
行
を

は
じ
め
、
お
花
を
届
け
る
友
愛
訪
問
、

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン（
年
４

回
）、
ク
リ
ス
マ
ス
会
、
会
食
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

中
で
も
今

年
度
、
世
代

間
交
流
事
業

に
力
を
入
れ
、

新
た
に
取
り
組
ん
だ
事
業
を
二
つ
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
一
つ
目

に
ボ
ッ
チ
ャ
ゲ

ー
ム
大
会
で
す
。

障
害
者
の
ス
ポ

ー
ツ
で
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
正

式
競
技
で
あ
る

「
ボ
ッ
チ
ャ
」を
大
平
小
学
校
の
４
年

生
と
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。
障

害
者
の
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
り
な
が
ら
、

健
常
者
も
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

作
戦
も
い
ろ
い
ろ
で
大
逆
転
も
あ
り

ま
し
た
。

　

二
つ
目
に
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
で
す
。

大
平
小
学
校
の
２
年
生
と
楽
し
み
ま

し
た
。

　

今
で
は
、
日
本
古
来
の
ザ
リ
ガ
ニ

は
少
な
く
な
り
、
生
息
し
て
い
る
ほ

と
ん
ど
が
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
で
、

釣
れ
た
の
も
や
は
り
大
き
な
ア
メ
リ

カ
ザ
リ
ガ
ニ
で
し
た
。
こ
の
日
は
、

参
加
者
全
員
が
釣
れ
た
の
で
、
大
変

楽
し
い
時
間
が
共
有
で
き
ま
し
た
。

後
日
、
児
童
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
お

礼
の
お
手
紙
を
頂
き
感
激
し
ま
し
た
。

　

３
月
に
は
、

大
平
こ
ど
も

園
の
園
児
の

み
な
さ
ん
と

の
交
流
事
業

を
実
施
す
る

予
定
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
大
平
地
区
の
子
供
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
の
幅
広
い
世
代
の

方
を
対
象
に
楽
し
い
事
業
を
展
開
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
平
地
区
福
祉
推
進
員
は
、
現
在

24
名
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

大
平
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

�

会
長　

井
部
ミ
サ
ヲ

葉牡丹が繋いだ福祉の輪

大平地区社会福祉協議会の活動紹介

成東地域

松尾地域



2020年新春号9

　

山
武
地
域
は
、
日
向
西
、
日
向
東
、

睦
岡
、
北
地
区
の
４
支
部
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
４
支
部
が
合
同
で
協

力
し
て
行
う
事
業
が
二
つ
あ
り
、
合

併
後
も
先
輩
方
か
ら
受
け
継
い
だ
伝

統
を
大
切
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
夏
休
み
に
入
っ
た
最

初
の
土
、
日
に
２
会
場
に
分
か
れ
て
、

夏
休
み
親
子
工
作
教
室
、
講
師
の
先

生
（
一
般
の
方
）
を
招
き
小
学
１
年

生
か
ら
６
年
生
を
対
象
に
学
校
を
通

し
て
募
集
し
て
い
ま
す
。
毎
年
テ
ー

マ
を
決
め
て
募
集
チ
ラ
シ
に
明
示
す

る
と
、
各
自
使
い
た
い
材
料
を
持
参

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
出
来
上

が
っ
た
作
品
は
、
市
長
賞
、
教
育
長

賞
、
社
協
会
長
賞
、
支
部
会
長
賞
、

佳
作
と
参
加
者
全
員
の
作
品
を
元
気

館
に
お
盆
休
み
を
中
心
に
一
週
間
展

示
し
て
い
ま
す
。
今
年
か
ら
父
兄
同

伴
で
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
福
祉
バ
ザ
ー
で
す
。

未
使
用
品
や
新
鮮
な
地
元
の
野
菜
、

焼
き
そ
ば
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
手

芸
品
等
、
品
数
豊
富
で
バ
ラ
エ
テ
ィ

ー
に
富
ん
で
い
ま
す
。
今
年
は
、
３

回
も
災
害
に
見
舞
わ
れ
野
菜
が
あ
ま

り
な
か
っ
た
の
で
新
た
に
豚
汁
定
食

を
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
ま
し
た
。（
売

れ
行
き
良
好
で
し
た
）
推
進
員
が
常

連
客
と
の
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
笑

顔
で
対
応
し
て
い
る
様
子
は
、
長
年

の
歴
史
を
感
じ
、
こ
れ
か
ら
も
続
い

て
い
く
こ
と
を
確
信
し
ま
す
。

　

山
武
北
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　

�

会
長　

松
村
三
陽
子

山武地域 山武地域４支部合同行事活動

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

日
一
日
と
寒
さ
が
増
し
て
き
ま
し

た
。

　

蓮
沼
地
区
社
協
で
は
毎
年
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
の
人

た
ち
を
対
象
と
し
て
ク
リ
ス
マ
ス
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の「
き
ず

な
」が
作
成
さ
れ
る
の
は
12
月
中
な

の
で
毎
年
ク
リ
ス
マ
ス
の
様
子
を
お

知
ら
せ
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
の
で
、
今
回
あ
え
て
皆
様
に
お

知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

毎
年
12
月
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
会
を

行
い
地
区
推
進
員
の
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
対
象
者
の
方
々
と
の
交
流

を
深
め
て
い
ま
す
。

　

カ
ラ
オ
ケ
や
踊
り
、
演
奏
と
和
気

あ
い
あ
い
の
時
間
を
過
ご
し
ま
す
。

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
福
祉
ま
つ
り
等

の
参
加
に
よ
っ
て
得
た
収
益
金
で
シ

ク
ラ
メ
ン
の
鉢
植
え
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
出
席
者
は
も

と
よ
り
出
席
で
き
な
か
っ
た
人
た
ち

に
も
友
愛
訪
問
を
兼
ね
て
お
花
を
配

り
ま
し
た
。

　

と
て
も
喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
も
ま
た
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
き
れ
い
な
花
を
届
け

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
元
年
12
月

　

蓮
沼
浜
地
区
社
会
福
祉
協
議
会　

�

会
長　

秋
葉
千
恵
子

蓮沼地域 心暖まるお花のプレゼント
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第14回チャリティゴルフコンペの開催
　10月24日（木）山田ゴルフ倶楽部を会場にチャリティゴル
フコンペを開催しました。
　当日は晴天に恵まれ、絶好のゴルフ日和となり、チャリ
ティーホールでは多くの皆様にご寄付をいただきました。
来年度も開催いたしますので市民の皆さんのご参加をお
待ちしております。

●大会結果
参加者　75名　チャリティ金額 77,814円

●順位（敬称略）　
優　勝　小手　一夫　　準優勝　井川　年明
第３位　藤ノ木　一
女性の部　優勝　大塚八千代

●協賛企業11社（順不同、敬称略）
伊藤製粉製麺株式会社　
梅一輪酒造株式会社　
大髙醤油株式会社
合資会社寒菊銘醸　
九十九里地酒舞桜守屋酒造　
有限会社日進工業
有限会社津留八　
二木ゴルフ東金店　
株式会社八起産業　
花の友株式会社
山田ゴルフ倶楽部

第８回チャリティ
　グラウンドゴルフ大会

　10月31日（木）成東総合運動公園にて第8回
チャリティグラウンドゴルフ大会を開催しまし
た。大会の目的である健康・親睦・社会奉仕
にご賛同いただいた206名の皆さんにご参加
いただきました。
　最高齢97歳のプレーヤーも元気に32ホー
ルのラウンドを行い楽しい1日となりました。

●大会結果
参加者　206名　　チャリティ金額 80,800円

●順位（敬称略）
優　勝　吉住　尚己（山武）　
準優勝　小池　三江（成東）
第３位　佐瀬　昌史（成東）

市
内
福
祉
施
設
の
見
学

　

十
一
月
二
十
五
日
（
金
）
山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
主
催
す
る
「
み
ん
な
の
介
護

ス
ク
ー
ル
」
受
講
生
十
四
名
が
、
社
協
の
所
有
す
る
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
利
用
し
て
市
内

に
あ
る
福
祉
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、山
武
市
か
ら
の
受
託
に
よ
り
、介
護
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
方
に
対
し
、

介
護
な
ど
に
関
す
る
講
習
会
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
介
護
の
知
識
、
技
術
を
身
に
つ
け
、

在
宅
福
祉
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
度
三
回
実
施
し
て
お
り
、
今
回
は
、

従
来
型
の
社
会
福
祉
法
人
が
経
営
す
る
施
設
と
は
違
っ
た
、
株
式
会
社
等
の
民
間
が
経

営
す
る
新
し
い
形
態
の
施
設
に
つ
い
て
学
ぶ
為
に
、
数
年
前
に
新
設
さ
れ
た
「
サ
ー
ビ

ス
付
き
高
齢
者
住
宅
」
及
び
「
高
齢
者
向
け
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
」
の
二
か
所
を
訪
問
し
、

職
員
の
方
に
よ
る
施
設
の
概
要
説
明
の
聴
講
及
び
施
設
内
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　

民
間
施
設
と
い
う
こ
と
で
、
行
わ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
対
価
と
し
て
支
払
う
料
金
は
決

し
て
安
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
そ
の
か
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
対
応

し
た
柔
軟
な
内
容
の
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
、
参
加
者
の
中
に
は
、

真
剣
に
将
来
の
入
所
に
向
け
て
検
討
し
た
い
と
い
う
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

昼
食
会
場
で
は
、
参
加
者
全
員
で
自
己
紹

介
と
と
も
に
、
各
人
の
今
回
の
施
設
見
学
に

応
募
し
た
い
き

さ
つ
等
を
熱
心

に
語
り
聞
き
合

う
等
、
楽
し
く

共
感
し
な
が
ら

学
び
、
有
意
義

な
一
日
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『遠足に行ったよ！』

　令和元年１１月１５日、穏やかな秋晴れの下、バスに乗って葛西臨海
水族園に行きました。水族園に入ってすぐ、サメと遭遇した子ども達。
「大きいねー。」と言いながら、サメが泳いでいる姿を見上げていまし
た。園内では、カラフルな魚やたくさんのマグロが泳ぐ水槽をお友だち
と眺めたり、ペンギンのいる所にまっしぐら！したりと、みんな自由に水
族園を楽しみました。
　たくさん歩いて魚たちを見たあとは、お待ちかねのランチタイム。レス
トランでみんなと一緒にワイワイ食べると、おいしさ倍増！！あちらこちら
でおいしい笑顔の花が咲きました。
楽しいランチタイムのあとは、集合時間まで自由時間。大きな観覧車に
乗ったり、お土産を買ったり、大好きなペンギンにもう一度会いに行った
りと、楽しい時間を過ごしました。
そんな楽しい時間もあっという間に過ぎ、帰りのバスの中ではみんな疲
れて夢の中へ。大人も子どもも大満足の１日でした。

大好きなお母さんとおいしいランチ。

このジュース、さいこー！！

赤ちゃんペンギンなのに、
大きくてびっくり！！

こんにちは!!  成東福祉作業所です!!
こんにちは!!  成東福祉作業所です!!

　成東福祉作業所では、現在、８名の方が毎日がんばって活動し
ています。
　業者さんから請けている作業（内職仕事等）、紙バンドを使っ
たクラフト製品やオリジナル缶バッチなどの工芸品を製作する作
業、「ボカシ」の製造・販売など、多種多様な作業訓練を実施し
ています。
　作業所でいっしょに活動してみたい、利用してみたいとお考え
の方や、利用をご検討されているご家族の皆様、いつでも見学で
きますので、お気軽にお問い合わせください

　

　

成東福祉作業所　スタッフ一同

紙バンド製品
様々な大きさ、種類
のカゴや小物などが
あります。ご要望に
そった製作も可能な
限り行っています。

オリジナル缶バッチ
山武市マスコット
キャラクター
「ＳＵＮムシくん」
缶バッチ

※ご要望に応じてオリジナル缶バッチを製作
　販売しています。

EMボカシ
園芸や農業のアイテム
として、幅広い方に、
ご愛用頂いています。

※作業所への作業依頼や工芸品・商品についての
　お問い合わせは、下記までお願いいたします。

TEL ０４７５-８２-７６３９

内職作業の1コマです。

(成東福祉作業所は障害を持たれた方が、作業訓練等の活動を行う福祉施設です。）



～令和元年令和元年9月14日から
令和元年12月20日までの受付分～

（順不同・敬称略）
◆お金のご寄付（含む１円玉募金）◆
岩沢　静………………………………………13,083円
鈴木　基夫……………………………………50,000円
吉田　幸次郎…………………………………50,000円
山武窓口設置募金箱…………………………30,011円
かぞく亭�……………………………………… 5,000円
諏豪会…………………………………………10,000円
山武市パークゴルフ協会会員一同�…………10,000円
花てまり……………………………………… 8,000円
第8回チャリティグラウンドゴルフ実行委員会�…80,800円
第14回チャリティゴルフコンペ実行委員会�… 77,814円
手作りグループKAI代表　上遠野真木子�… 3,000円
レストランヴォン……………………………25,564円
匿名……………………………………………30,000円
匿名……………………………………………10,000円
◆物品のご寄付◆
庄子　みち………………………………… お米５㎏
金城　雅夫………………………………… 洋服多数
農事組合法人��さんぶ野菜ネットワーク�… 野菜約180kg
デリシャス21……… アルミ缶・ペットボトルキャップ
匿名…………………………………………… 服多数
匿名………………………………… タオル・下着等
匿名……………………………………… 醤油、麩、茶
匿名………………………………………… お米10㎏
匿名………………………………………… お米30㎏

（社会福祉協議会へのご寄付）

●●●●●●●●●●●心 配 ご と 相 談 所 開 設 日 程
一般相談

予約・問合せ先

法律相談「心の中の心配ごと」何でも相談してください。
●開設時間／午後1時30分～午後4時30分
　（予約は必要ありません。受付は午後4時までです。）
場所

実施月
第1火曜日 第2火曜日 第3火曜日 第4火曜日
山武会場 成東会場 松尾会場 山武会場 蓮沼会場

1月 7日 14日 21日 28日
2月 4日 休み 18日 25日
3月 3日 10日 17日 24日

●開設時間／午後1時30分～午後4時30分
　（予約が必要です。相談は1回20分までです。）
場所

実施月
第1水曜日 第2水曜日 第3水曜日 第4水曜日
蓮沼会場 山武会場 成東会場 松尾会場

1月 休み   8 日 15日 22日
2月 5日 12日 19日 26日
3月 4日 11日 18日 25日

法律的な悩みは、こちらで相談してください。

開設場所

山武市社会福祉協議会　☎０４７５（８２）７１０２

編
集
発
行

社会福祉法人  山武市社会福祉協議会
〒289-1306  山武市白幡1627（成東老人福祉センター内）
電話 ： 0475-82-7102　FAX ： 0475-82-7318
Eメール ： sammushakyo@etude.ocn.ne.jp
ホームページアドレス ： http://sammushakyo.sakura.ne.jp
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市の人口

男
女

５１,２１９人
２５,８４５人
２５,３７４人

男
女

１７,５１１人
８,０７３人
９,４３８人

65歳以上

令和元年12月1日現在

高齢化率

（前回より0.1％増）
34.1％

成東会場 : 成東老人福祉センター（白幡1627）　松尾会場 : 松尾IT保健福祉センター（松尾町五反田3012）
山武会場 : 山武福祉センター（埴谷1868-14）　 蓮沼会場 : 蓮沼出張所（蓮沼ハ233）

　２０１９年は災害の多い年でしたが、そんな中で私
が元気をもらった２人の方がいました。
　ひとりはシャンソンのコンサートを開かれた方。舞
台上の彼女は、シルバーグレーの髪に銀色のドレスで
背筋を伸ばして歌っている姿は歌声と共に聞き手に元
気を手渡していると感じました。聞いていた人たちも
同じ思いだったのか終演後は皆さん柔らかい表情をし
ていました。
　もうひとりは花の細密画（ポタンカルアート）を描い
ている方。孫にじゃまされず、猫にもじゃまされない
時間を見つけて面相筆を使って描いているとのこと。

「見えにくい時は老眼鏡をかけ、天眼鏡まで使うのよ」
と、笑いながら言っていました。一枚仕上げるのに半
年かかるものもあると聞き、一番の原動力は「描くこ
とが好き」ということだと思いますが、その根気と集
中力には、ただただびっくりするばかりでした。
　一つのことにじっくり取り組んでいたり、ハツラツ
と活動していることで、まわりの人を元気にしてくれ
る方はたくさんいらっしゃると思います。そういう
方々の背中を見ているのもいいけれど、私もまわりに
元気のおすそ分けができるようになりたいものだと
思っています。	 広報委員　金子良子

交通遺児援護基金交通遺児援護基金
　千葉県社会福祉協議会では、陸上交通事故等で父または母
（父または母に代わる立場にある方を含む）を失った１８歳未
満の遺児及び１８歳未満の遺児のいる世帯に、見舞金等を支
給しています。
【支給金の種類】
⑴見舞金　　１世帯　100,000 円
ただし、遺児が２名以上いる世帯については、２人
目から各々 50,000 円が加算されます。
（遺児となった日から 1年以内）
⑵勉学奨励金
　　・小学校に入学する遺児　　30,000 円
　　・中学校に入学する遺児　　30,000 円
⑶激励金
　　・中学校を卒業する遺児　　60,000 円
　　・高等学校を卒業する遺児　60,000 円

【手続き】　対象と思われる方は、山武市社会福祉
　　　　　協議会までご連絡ください。

連絡先 0475-82-7102


